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誰
で
も
そ
の
人
な
り
に
精
い
っ
ぱ
い
過
ご

し
て
い
る
の
が
人
生
、だ
か
ら
こ
そ
、時
に

そ
の
人
生
を
垣
間
見
る
の
も
又
楽
し
い
。あ

る
医
師
か
ら
、医
師
で
あ
り
詩
人
で
あ
り
、

僻
地
医
療
に
そ
の
人
生
を
費
や
し
、往
診

中
に
脳
卒
中
で
倒
れ
た
方
の
話
を
聞
き
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。

 

伊
良
子
清
白
と
言
う
医
師
で
す
。明
治
一

〇
年（
1
8
7
7
）鳥
取
で
生
ま
れ
、一
歳
に

な
ら
ず
母
を
失
い
、医
師
で
あ
る
父
と
共
に
、

大
阪
、津
と
転
居
し
、明
治
三
十
二
年

（
1
8
9
8
）京
都
府
立
医
学
校
を
卒
業
。

上
京
し
て
北
里
伝
染
病
研
究
所
に
勤
務
後
、

文
学
活
動
を
続
け
る
た
め
生
命
保
険
医
に

な
り
、各
地
を
歴
訪
。河
井
酔
茗
、横
瀬
夜

雨
と
共
に「
文
庫
派
」三
羽
ガ
ラ
ス
と
称
さ

れ
、学
生
時
代
に
は「
文
庫
」「
青
年
文
」な

ど
に
寄
稿
し
そ
の
才
能
を
芽
生
え
さ
せ
て

い
ま
し
た
。明
治
三
十
九
年（
1
9
0
5
）、

自
作
二
〇
〇
余
扁
の
作
品
か
ら
珠
玉
の
よ

う
な
詩
魂
を
凝
集
し
た
一
八
篇
を
厳
選
し

た
名
詩
集「
孔
雀
船
」を
出
版
。し
か
し
、当

時
の
風
潮
や
文
才
の
限
界
を
感
じ
、詩
筆

を
折
り
島
根
県
浜
田
、大
分
、台
湾
、京
都

（
日
本
初
の
精
神
病
院
に
勤
務
、真
如
堂
近

く
に
住
ん
だ
）等
で
の
医
業
の
後
、大
正
十

一
年（
1
9
2
2
）三
重
県
鳥
羽
市
小
浜
の

入
江
に
面
し
た
場
所
で
、昭
和
二
〇
年

（
1
9
4
5
）空
襲（
第
2
次
世
界
大
戦
）に

合
い
、大
紀
町
打
身
へ
疎
開
す
る
ま
で
二
十

三
年
間
診
療
所
を
開
業
。昭
和
二
十
一
年

（
1
9
4
6
）厳
冬
、往
診
途
上
脳
卒
中
発

作
で
逝
き
ま
し
た
。

　

清
白
の
過
ご
し
た
小
浜
の
家（
現
在
は

鳥
羽
駅
近
く
に
移
転
）を
家
族
で
訪
れ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。大
正
時
代
の
診
療

所
兼
住
宅
で
、診
療
所
と
は
名
ば
か
り
の

あ
ば
ら
家
を
髣
髴
さ
せ
る
建
物
で
、子
供

た
ち
も
、年
齢
八
十
二
歳
の
母
で
さ
え「
貧

相
だ
ね
」と
言
っ
た
ほ
ど
で
す
。一
階
二
階

合
わ
せ
て
も
一
〇
〇
㎡
足
ら
ず
に
家
族
八

人
で
暮
ら
し
、健
康
保
険
の
な
い
時
代
、患

者
側
だ
け
で
な
く
、医
師
も
又
経
済
的
に

困
難
を
極
め
て
い
た
で
し
ょ
う
。診
察
室
は

四
畳
半
、待
合
は
二
畳
、手
術
室
は
三
畳
で

書
斎
と
兼
用
。清
潔
と
は
程
遠
い
も
の
で
し

た
。薬
局
は
狭
く
、治
療（
内
服
、補
液
、手

術
）時
、ど
の
程
度
の
薬
品
を
使
用
出
来
た

の
だ
ろ
う
か
？（
次
回
へ
続
く
）

　

冷
え
性 

Ⅰ
の
お
話
で
す
。

　

冷
え
性
に
は
手
・
足
・
背
・
腰
な
ど
体
の
一

部
の
冷
え
、冷
え
の
ぼ
せ（
足
は
冷
え
、顔
は

の
ぼ
せ
る
）、全
身
の
冷
え
な
ど
が
あ
り
、夏

場
職
場
や
交
通
機
関
の
エ
ア
コ
ン
、夏
冬
区

別
な
く
冷
た
い
ビ
ー
ル
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
果
物
・
生
野
菜
を
取
り
過
ぎ
る
、冬
で

も
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
を
は
く
な
ど
で
、足
は
冷

え
頭
は
の
ぼ
せ
、眠
り
が
浅
く
な
り
疲
労
が

溜
ま
っ
て
く
る
。漢
方
医
学
で
は
、瘀
血（
末

梢
微
小
循
環
不
全
）、気
虚（
気
力
低
下
）、

水
毒（
体
液
の
偏
在
）、血
虚（
血
液
不
足
）、

脾
虚（
胃
腸
虚
弱
、胃
下
垂
、胃
ア
ト
ニ
ー

傾
向
）、陰
証（
新
陳
代
謝
の
低
下
）、気
鬱

尾台 榕堂
伊良子清白の診療所兼自宅(鳥羽）

い 

ら 

こ 

せ
い 

は
く

か
わ 

い 

す
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め
い

よ
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せ 

や

う

おだい　ようどう



冷 え 症

欝 状 態

肩 こ り

２週間以上ふさぎ込んだままで何事に対してもやる気がなくなり、楽しみや趣味などにも感心をもてなくなり、自
分はだめな人間だと思うようなことがあれば“鬱病”疑ってください。理由もないケース（内因性）と仕事や人間関
係などのストレス（心因性）が原因の場合があります。子供が独立して離れていく、同年代の人が亡くなるなど多く
の喪失体験がうつ状態に陥らせるのです。認知症と間違えることもあります。気の落ち込みや体調不良に目を向
けてください。重要な決定は先送りにし休暇をとったり、家族の協力の元でゆっくり生活することが必要です。 
       

本態性（原因不明）と症候性（整形外科、内科、眼科、耳鼻科、脳神経外科、婦人科、歯科）と心因性
（欲求不満、心理的葛藤）があります。冷えや血液循環障害、胃腸の不調、むくみなどの体質、湿気
や寒さなどの環境を参考に診察（腹診、脈診、舌診）をして漢方薬を決定します。また、鍼やスーパ
ーライザー（近赤外線）などを実施することもあります。    
    

 

五
十
二
歳
女
性（
閉
経
）、
欝
状
態
、事
務

職
、仕
事
と
家
事
と
子
育
て
な
ど
今
ま
で

問
題
な
く
で
き
て
い
た
が
、三
ケ
月
前
よ
り

で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。朝
食
を
作
る
の
も

や
っ
と
、仕
事
に
出
か
け
よ
う
と
す
る
と
、

動
悸
を
自
覚
。仕
事
も
十
分
に
こ
な
せ
な

く
な
っ
て
き
た
。肩
こ
り
、腰
痛
、倦
怠
感
、

頭
痛
、の
ぼ
せ
、便
秘（
二
日
に
一
回
）、食
欲

低
下
。顔
色
良
好
、脈
浮
滑
数
、舌
紫
淡
紅

色
、乾
薄
白
黄
苔
、舌
下
静
脈
怒
脹
。上
下

腹
部
の
弾
力
性
中
程
度
、胸
脇
苦
満（
軽

度
）、心
下
痞
、臍
上
悸
、臍
傍
抵
抗
圧
痛

（
軽
度
）、そ
こ
で
、加
味
逍
遥
散
＋
香
蘇
散

＋
三
黄
瀉
心
湯
+
葛
根
＋
サ
フ
ラ
ン
を
処

方
。一
ケ
月
後
、肩
こ
り
、腰
痛
、便
秘
、頭

痛
改
善
。二
ケ
月
後
、仕
事
、家
事
改
善
。三

ケ
月
後
、忙
し
く
な
け
れ
ば
気
持
も
落
ち

着
い
た
。一
年
後
継
続
中
。

 

三
十
五
歳
女
性
、
肩
こ
り
治
療
希
望
。背

中
の
痛
み
、め
ま
い
、食
欲
不
振
、下
肢
の
冷

え
、便
秘〔
二
日
に
一
回
〕。顔
色
不
好（
両

頬
や
や
紅
潮
）、腹
部
弾
力
性
乏
し
い
、心

下
痞
硬
、両
側
臍
傍
抵
抗
圧
痛（
＋
）、立
位

で
心
下
に
抵
抗
。脈
は
細
、沈
、遅
、舌
は
、

淡
紅
白
色
、薄
乾
白
苔
。そ
こ
で
、半
夏
、生

姜
、桔
梗
、枳
実
、呉
茱
萸
、柴
胡
、鼈
甲
、檳

樃
、人
参
、葛
根
、修
治
附
子
を
処
方
。二
週

間
後
、食
欲
と
背
中
痛
改
善
。四
週
間
後
、

め
ま
い
改
善
。八
週
間
後
、肩
こ
り
と
冷
え

改
善
。六
ケ
月
後
、立
位
で
の
心
下
部
抵
抗

が
消
失
し
た
の
で
廃
薬
。一
年
後
再
発
な
し
。

次
回
は
、膀
胱
炎　

Ⅰ
で
す
。        ﹇
院
長
﹈

（
気
の
停
滞
）、気
逆（
気
の
上
昇
、自
律
神

経
失
調
状
態
）な
ど
が
原
因
で
、不
妊
症
、

生
理
不
順
、生
理
痛
、ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

頭
痛
、関
節
痛
、腰
痛
、消
化
不
良（
便
秘
、

下
痢
）、膀
胱
炎
、花
粉
症
、喘
息
、感
冒
…

な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
実
例
に
移
り
ま
す
。

　
四
十
三
歳
女
性
、冷
え
性
、数
十
年
来
手

足
や
背
中
等
の
冷
え
、倦
怠
感
、便
秘（
四

日
に
一
回
）、空
腹
感
少
な
い
。顔
色
は
青
白

く
、腹
は
軟
弱
、胸
脇
苦
満（
軽
度
）、胃
内

停
水
、臍
上
下
動
悸
、下
腹
部
中
央
軟
弱
、

舌
は
淡
紅
色
、湿
薄
白
苔
、舌
下
静
脈
軽
度

怒
脹
、脈
は
沈
、遅
、細
、弱
。真
武
湯
+
六

君
子
湯
+
修
治
附
子
末
を
処
方
。四
週
間

で
体
の
冷
え
や
便
秘
改
善
。更
に
四
ケ
月

継
続
し
た
が
、倦
怠
感
と
食
欲
不
振
が
続

く
た
め
、柴
胡
、桂
皮
、芍
薬
、人
参
、白
朮
、

半
夏
、茯
苓
、生
姜
、陳
皮
、甘
草
、大
棗
、修

治
附
子
に
変
更
。六
ケ
月
服
用
後
倦
怠
感

と
食
欲
不
振
改
善
し
た
た
め
、再
び
、真
武

湯
+
六
君
子
湯
+
修
治
附
子
末
に
変
更
し

現
在
も
続
服
中
。

 

冷
え
性
、二
十
五
歳
女
性
、幼
少
よ
り
、手

足
や
背
中
の
冷
え
、下
痢
傾
向
、や
や
多
く

食
べ
る
と
胃
が
も
た
れ
る
。顔
色
不
良
、両

ほ
ほ
や
や
紅
潮
。腹
は
心
下
痞
、臍
上
悸
、

臍
下
不
仁
。脈
は
沈
細
弱
遅
。舌
は
淡
紅
色
、

乾
白
苔
。そ
こ
で
、半
夏
瀉
心
湯
＋
修
治
附

子
処
方
。二
ケ
月
後
、下
痢
と
胃
も
た
れ
改

善
。三
ケ
月
後
、背
中
の
冷
え
消
失
。一
年

後
、手
足
は
冷
え
る
が
軽
減
。現
在
継
続
中
。
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スーパーライザー（神経照射）
赤い温かい光（近赤外線）で血行をよくし、腰痛、肩こり、
五十肩、膝の痛み、ムチウチ、捻挫、アトピー性皮膚炎、
花粉症、ストレス・・・などの治療に利用しています。 

予防接種　ワクチン接種
子宮頚癌予防ワクチン、インフルエンザ（季節型、新型）、ＢＣＧ、 
三種混合（ＤＰＴ）、麻しん・風しん（ＭＲ）、日本脳炎、水ぼうそう、
ロタウイルス、おたふくかぜ、Ｈiｂ（インフルエンザ菌ｂ型）、
肺炎球菌ワクチン（小児用　プレベナー）（高齢者）、その他

皮内針　針管付き鍼
皮内針の長さは１～２ｍｍ、針管付き鍼の長さは３０ｍｍ、
いずれの鍼も刺す時の痛みはありません。肩こり、膝関節痛、
腰痛、足の痛、筋肉痛、頭痛・・・の治に適しています。  

300円

・快歩楽・のどアメ（板藍根、ハーブ）

・のどあめです。

ばん らん こん

（グルコサミン、コンドロイチン、のどアメ）

土曜日の午後、予約‐漢方外来があります（予約制、２回/月）。
午後２時～午後3時15分(１人15分）
日程は掲示板やホームページでご確認ください。（電話予約可）



尾台榕堂（１７９９～１８７０）

４Ｄ外来（助産師）

妊娠２０週までに受付で予約して下さい。ご予約には、
分娩予約カードが必要です。予約された方には、母と子のてびき、     

入院誓約書、直接支払い制度合意書をお渡しします。     

助産師が４Ｄを実施します（およそ30分）。お腹の赤ちゃんの
様子が映し出されます。ご希望の方は予約してください。     
火曜日と木曜日（掲示をご覧下さい）     

産後相談と母乳相談（有料）（乳房マッサージ）をしています。　　     
午後2時～2時30分、2時30分～3時、3時～3時30分。     
日程は掲示板やホームページでお確かめください。（電話予約可）     

正常分娩の場合入院日を含めて入院期間は５日間です。     
初産婦の方、経産婦の方も同じ入院日数です。     
分娩希望の方はすべて受け付けています。      

当院は里帰り出産を受付けています。妊娠２３～２５週（母体     
と赤ちゃんの状態をチェックします）に1度診察においでくだ     
さい。当院での妊婦健診は妊娠３４週から受けてください。     

産後健診と1ケ月、2ケ月、3ケ月健診をしています。     
日時：毎週水、金曜日　正午～午後0時30分（有料）     

分娩により重度の脳性麻痺となった児及びその     
家族の経済的負担を補償し、原因分析と再発     
防止策を講ずるための制度。当院で通院方に、     
登録証を発行しています（妊娠16～22週）。     
詳細は受付でお聞きください。     

心のこもった手作り料理です。素材、味付け、メニュー・・・など、     
絶えず工夫し研究しています。     

浮田医院ホームページ（http://www.ukita.gr.jp）

(月2回)

  （２回/月　土曜日）                                                       ３時～３時１５分、３時１５分～３時３０分 　　電話予約可（日程はホームページ、掲示板参照）         
午後２時～２時１５分、２時１５分～２時３０分、２時３０分～２時４５分、２時４５分～３時、      

                                                                                                               
立会分娩ご希望の方は特にご参加をお薦めします。（申込ノートにお名前の記入をお願いします。   母親教室では
「母と子のてびき」にそって、お話をすすめていきます。 ご夫婦でのご参加も多くご主人様もお気軽にご参加ください。                                                                                                                
参加時には「母と子のてびき」「母子手帳」を忘れずにお持ち下さい。

場所：当院別棟　多目的ルーム　申込方法：申込ノートでご予約お願いします。 

マタニティヨガ・ママヨガのご案内

マタニティヨガ土曜日開催のお知らせ・・・

当院では以前よりマタニティヨガを実施し多くの方から支持を得て参りましたが、産後の
ママさんからのご要望により、ママヨガ（産後ママ）を始めることになりました。慣れない子育て環境で少しでも「ママのリラクゼーション」を目的として
います。お一人でもお子様とでも自由に参加して頂き、ママヨガでのママ友と情報を共有してリラックスした楽しい一時をお過ごしください。

これまでマタニティヨガは各週水曜日のみの開催でしたが土曜日を希望され
る方がとても多く、月に一度の予定でマテニティヨガを行っております。お勤めの方もふるってご参加ください。（各週水曜日も好評開催中）

魚沼〔新潟〕の医家に生まれ、医学を尾台浅嶽（峯少翁の弟子）に儒学を亀田綾瀬に学んだ。尾台家の焼失で主家の医業
を守り発展させるため尾台良作と名乗った。身分の差なく患者に接する仁術ぶりが名声を高め３００余名に及ぶ多くの門
人を育成した。６５歳で将軍家茂の侍医となる。著書は「方技雑誌」「橘黄医談」「重校薬徴」「井観医言」などがある。本当の
意味で吉益東洞の後を継いだ医家である。名医の双璧と言われた浅田宗伯は隣町に居を構えていた。  
        

母親教室のご案内

13：30～15：30 13：30～15：30

日程：6月23日（土）、27日（水）、7月11日（水）、21日（土）、25日（水）14：00～15：30
                                                                          

日程：6月23日（土）、7月21日（土）16：00～17：30
おだい　ようどう

みね しょうおう

７月７日(土)、８月４日(土)、９月１日(土) ６月３０日(土)、７月１４日(土)、２８日(土)、
８月１１日(土)、２５日(土)


